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○奈良教育長 教育委員会協議会を開会いたします。 

  まず、委員それぞれの活動について所感などを報告したいと思います。 

  それでは、私のほうから報告をさせていただきます。 

  評価育成システムにおける校長面談が、６月14日から始まりまして、７月15日をもって全て終

了をいたしました。この面談では、学力向上を図ることが今年度の最重要課題であると、それぞ

れの学校の校長が述べていることからもわかるように、本市の重点課題でもございます学力向上

について取り組んでいかなければならないということを、校長先生方が自覚されているというこ

とが、この面談を通じてよくわかりました。 

  学校の学力向上の効果的な取り組みが行われているということもありましたことから、定例の

校長会で私のほうからご紹介をさせていただきました。そうしましたところ、その向上への取り

組みをしている校長の方に、他の学校の校長が資料提供を求めるなど、多くの校長先生方が学力

向上への取り組みに熱意と意欲を持っていることがわかりました。 

  しかし、一方残念なことなんですが、校長間に意識にかなり差があったようにも思います。ま

た、小学校と中学校の学力向上への取り組みの姿勢にも差があることがよくわかりました。具体

な学力向上の取り組みの向上事例は、実践をされております校長先生方に、校長研修会等で講師

として実践発表をしていただこうと考えております。 

  また、学力向上に学校を挙げて取り組むために、今、学校で学力向上の取り組みにおいて、一

定の成果を上げ、本市の先駆的な取り組みをしていただいておる学校があるわけですが、その校

長先生方に集まっていただいて、プロジェクトチームを結成する予定にしておりまして、既に人

選も終えました。本日校長研修会が行われておりますが、それに先立ち、お集まりいただきまし

たので、今後の予定などについて、お話をさせていただいたところでございます。 

  今後は、プロジェクトチームの校長先生方が学力向上に向けた効果的な取り組みを発信してい

ただけるものと期待しているところでございます。 

  また、リオオリンピックが間もなく開会しますが、本市からは、西長尾小学校から長尾中に進

まれた森坂嵐さんが、ボクシングバンタム級でリオオリンピックに出場されます。また、香陽小

学校から東香里中に進まれた、栗原三佳さんが、女子バスケットボールで同じくオリンピックに

出場されます。このお二人につきましては、市長表敬訪問をされ、市長から激励をされておりま

すが、市役所の庁舎にはお二人の名前が書かれた懸垂幕が２本設置されております。 

  なお、女子バスケットボールの試合につきましては、８月７日の日曜日、午前７時にＮＨＫの

ＢＳ放送で放映されますことから、南部生涯学習市民センターでパブリックビューイングの応援

イベントを行うことにしております。ぜひ、また皆さん方にもご参加いただければと思っており

ます。なお、この栗原三佳さんにつきましては、ちょうど中学生の時に私が東香里中に勤めてお

りました関係で、彼女のことを非常によく知っておりますので、心から応援をしたいと思ってお

ります。 

  次に、７月24日の日曜日に、絵本作家の川端誠さんご自身による絵本ライブと講演会が枚方市

こども夢基金活用事業として、中央図書館で開催されました。ご本人が表現される絵本の開き読

みは、ユーモラスでおもしろく、会場は当日集まった約90人の市民の笑顔でいっぱいになったよ
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うです。また、絵本作家川端誠さんの絵本原画展は、８月７日、日曜日まで中央図書館で開催さ

れております。川端さんの筆づかいが間近で見られるとのことです。指導主事や事務職の職員に

もぜひこの催しを見ていただきたいと思っています。 

  中央図書館におきましては、８月６日に平和ライブラリー・コンサートが開催されます。これ

は、人権政策室が行う丸木位里、俊さん共同制作、原爆の図の展示との連携事業です。原爆の図

は、７月30日から８月11日までの展示となっています。 

  コンサートでは、チェロとピアノによる鳥の歌、星に願いを、涙そうそうなどの演奏、図書館

職員による平和に関する絵本の読み聞かせにより市民の皆さんに平和の尊さを感じていただく催

しとなっています。 

  一方、学校規模等適正化に関する取り組みについてですが、枚方市学校規模等適正化審議会に

諮問をし、平成28年３月に答申をいただきましたが、このことを受けまして、学校統合の検討の

対象となっている学校におきまして、審議会の答申内容についての説明会を開催してもらってお

ります。担当の職員には、大変ご苦労をいただいておりますが、６月26日の中宮北小学校を初め、

既に10校の説明会を終えております。引き続き説明会を開催し、保護者や市民の方々のご意見等

を参考に、今後、学校規模等適正化方針を取りまとめていく予定でございます。 

  以上、教育委員会事務局の主な出来事について、ご報告をさせていただきました。 

  それでは、徳永委員、報告をお願いします。 

◯徳永委員 いくつかの催しがあったんですけれど、１つは小学校の合同音楽会、６月30日の午前

の部に参加しました。いつものとおり、各学校の取り組みの様子もしのばれて面白かったです。

特に２年生が出てくるところがありまして、ちょうど私の孫が２年生ですので、枚方市ではない

んですが、楽しんで見させてもらいました。平素ご指導いただいた先生方に感謝したいと思いま

す。 

  ２つ目は、枚方市教育フォーラム。つい先日22日に行われた催しで、小学校の外国語活動に焦

点を当てた内容というのは、特に興味あるものでしたし、その中で模擬授業もまたなかなか面白

いんですけれど、特に国立教育政策研究所の直山調査官のお話がみんなを引き込むような話術と

も相まって、私にもわかりやすく伝わってまいりました。いずれにしても、ああいう機会が若い

先生方にとって大いに刺激になるように期待しております。関係された方々がいろいろご苦労さ

れたと思います。感謝申したいと思います。 

  ３つ目ですけれど、事務局の指導主事の方に向けた勉強会を７月14日の夕方から行いました。

テーマは異文化理解から自文化理解へということで、こんな機会をいただいて喜んでおります。

また、特に橋野委員にもわざわざおいでいただきまして、ありがたいことでした。 

  それについて少し、中身に触れて報告したいと思います。時間をいただきます。 

  今まで、前の年度から異文化理解教育に関わって、話をさせてもらって、特に異文化理解につ

いて、イスラムや欧米の文化をテーマとして取り上げて、その意義というものと、日本人の理解

の仕方についての特徴というか、問題点について話をしてまいりましたけれども、今回はその続

きとして、自文化理解、日本の文化を理解するためにまず、かつて日本にやってきて、日本文化

を異文化として体験した外国人の著した見聞録や日本論のうちから代表的なものを選んで取り上
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げたということです。時代は江戸時代から現代まで、年齢、国籍、仕事、来日の目的など、価値

観はそれぞれ違いますが、それぞれなりに日本の文化や日本人の暮らしなどに新鮮な驚きを感じ

て理解しようと努められた外国人たちです。 

  一つだけ例を挙げますと、300年ほど前に渡来し、長崎のオランダ商館で医師として務めたド

イツ人のケンペルという人がいました。ご存じかもしれません。彼は鎖国論と後に称される論考

を示しましたが、そこではいわゆる鎖国のもととなったキリスト教の抑圧や禁圧、抑制、弾圧に

ついて、その原因をなしたというのは、主としてポルトガルとカトリック教会側の貪欲、日本の

神仏への攻撃的な態度、領土を含む政治的支配の野望などにあったと指摘していまして、豊臣秀

吉や江戸幕府の対応をゆえあるものと理解していました。 

  さらに、この人は二度江戸に赴いておりますが、そういうことも含めて、こういうふうに言っ

ております。将軍、徳川綱吉という人は傑出した君主である。そのもとで、この民は習俗、道徳、

技芸、立ち居振る舞いの点で、世界のどの国民にも立ちまさり、産業は栄え、生活必需品も豊富

であり、不断の平和が続いていて、世界でも稀に見るほどの幸福な国民であると書いています。

少し驚かされるような言い方ですけれど、実はこういう見方をした人はケンペルだけではありま

せん。幕末以降になると、日本は開国を強いられて大きく変貌を遂げていきますが、来日した外

国人の多くは、非常にたくさんの人が来るようになりますけれども、日本の近代化の進捗に目を

見張らされるとともに、古い伝統も巧みに保持しているありさまに強い印象を持つ人が多かった

と言えます。 

  このように数百年の間に来日した欧米人は、日本文化と日本人の姿に、非常に違和感を感じた

り、いらいらしたり、批判したりするということも時にはありましたが、往々にして美しく不思

議な独特の文明を持つ国として魅了され、これを高く評価していたということは事実です。彼ら

の多くは根っこに西洋中心主義的な、もちろん西洋の文明が第一だという考え方は骨の髄にしみ

ていました。その他、東洋など日本についてのエキゾチシズムの心情を持っているということは

当然ですが、また、さらに日本国内の種々の政治的・社会的な問題について、よくはわかってい

なかったかもしれません。しかし、世界各地を広く巡って獲得した大きな視野を持っていて、そ

のもとに様々な物事を比較して捉えるという作法を身につけていたということは大事なことで、

現在の日本人自身もなかなか気づかないような自らの文化、日本文化や日本人の特徴をそれぞれ

の時代に、それぞれの立場で明らかにしてくれたといっていいと思います。 

それにしても、欧米人の目に映った日本文化の姿が、様々なんですけれども、しかしそれが、

往々にして今の平均的な我々の持つ自らのイメージとかなり食い違っているんじゃないかと。か

なり落差があります。江戸時代について、鎖国が正しい政策であり、人々は皆幸福だということ

は、ケンペルのみならず評価してる人が実はあるんですけれど、そういうことすら普通我々は知

らないんです。知らないことが多かったわけですけれど、それほどにずれているということがあ

るというのは、何でなんだろうかということが気になります。我々としては、異文化理解の問題

の複雑さを十分踏まえつつ、日本文化についてしっかり探求し理解すること。その際、単なる日

本褒めに陥ることなく、内向き思考を乗り越えて、世界の中の日本として腹に据えていくことが

大事だと考えます。 
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  今回の私の話は、その探求・理解を進めるため、入り口にようやくたどり着いたということだ

と思っています。ともあれ、学校教育においては、まず教員自身があくまで世界の中の日本を忘

れず、自国、自文化の基本的な事柄を勉強し、それへの認識と理解を持ってほしい。その上で子

どもたちにきちっとしたことを教えていただきたいと思います。また社会教育においても、担当

者の勉強が非常に大切です。改めて教育の基本的な役割を再確認するために、こういう勉強会が

指導主事の方々のみならず、資料をお持ちでいらっしゃる皆さんにも見ていただいて、お役に立

つならば幸いです。以上です。 

○奈良教育長 ありがとうございます。 

  それでは、吉村委員、報告お願いします。 

◯吉村委員 まず、６月28日、教育委員会の会議が終わりました後、小学校の音楽会に参加させて

いただきました。毎年工夫されたり、先生方の指導の成果もありまして、子どもたちが本当に練

習をしっかりしながら、生き生きと元気に発表される姿を見まして、これは絶対にこのまま続け

ていく内容であるなということを確信しました。 

  子どもたちの思い入れというのは、今、たまたま私は、教員採用関係の大学生を相手にしてお

りまして、各地の採用試験の話をいろいろ聞いている中で、なぜ先生になりたいのか、いろいろ

キーワードを言わせてるんですけども、その中で特に兵庫県の試験を受けていく出身者は、小学

校にトライアルウィークという、兵庫県が子どもたちの体験学習という形で、今で言うインター

ンシップ等、それから体験学習等を合わせたようなものがあり、これをすごく自分の中で印象に

残ったということを言って、そこから教員の志望が上がっていったという話をよくします。 

  それから、堺市でしたら、特徴的なものの中でいうと、茶の湯の体験を小学生にさせています。

何か特徴的なものというのはずっと残っておりまして、一つの心の礎になっているのかなと。だ

からこの音楽会も、もちろん他にも陸上競技大会、駅伝大会等がこの子どもたちが枚方に残る、

あるいは全国にそれぞれ巣立っていくということもあるかもわかりませんけれども、心の財産と

して、あそこでこんな発表をして本当に楽しかった、よかった、という共通の体験を通して、何

か感じてもらえたらありがたいかなという気持ちでおりました。 

  枚方市教育フォーラムに関しまして、先日参加させていただいて、３回目ということで、各教

科ごとのご準備をいただきました教育文化センターを初め、なかなか大変だっただろうなと思っ

ております。特に、直山調査官の人柄といいますか、人を引きつけるわかりやすい説明の仕方と

いいますか、わかりやすさと目的を明確にするという感覚が非常に伝わってきたなと思いました。 

  そのことを思い浮かべながら、今、我々が夏休みを含めて、研修等をしており、あるところで

メンタルトレーニングを少し勉強し、新しい議論をして、その話を生き生きとその方がおっしゃ

った時に、それはなかなか難しい話ですね、あるいはこれは大変でしょうねという形から入ると

いうのは、経験の豊富な人ほどあるかなと思います。やはり、言葉の書き方の順番として、ポジ

ティブに、このことに関してはやってみる値打ちがありますよとか、そういう声かけというのは

すごく大事かなと。あわせて、高いゴールを設定するということはすごく大事なことで、その言

葉の中で、よく「○○をしたい」、「頑張る」、「優勝したい」というイメージは、メンタルト

レーニングの話の中で、気持ちの中としては、優勝しているという姿を自分の中に思い浮かべて
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進んでいくと、大きな目標、小さな目標それぞれあると思うんですけれども、それを達成した後、

達成しているという感覚を持っていくということはすごく大事だと思いながら、日々我々が声を

かける時には、それを大事にしております。 

  ３つ目として、夏期に本当にたくさんの研修等されていると。先日も夏期研修の管理職の資料

等もいただきました。それ以外でも中核市となって様々な研修を集中的にされている部分があろ

うかと思います。参加しなければならないから、あるいは、管理職からともかくあなた行きなさ

いという形で参加していると、なかなか厳しいと思います。それでも参加した人たちが、参加し

てよかった、役立った、意識が少し変わったという、先ほど私が冒頭に言いました人を引きつけ

るといいますか、この研修をしてこういうふうに変わっていった、これは絶対に子どもたちに還

元できるというような研修を、この夏の比較的時間をとりやすい時に一層心がけて行っていただ

けたらと思います。 

  もう一つだけ追加しますと、先日の新聞に、小学校、中学校、高校の、教員の授業準備の時間

が足りないと感じている人たち、昨年の８月中旬から９月下旬に全国の公立小中学校、1,620校

の教員の約9,700名余りをアンケート形式で調査したというところで、特に気になったのは、小

学校の先生方が準備する時間が足りないという方が非常に多かったと。小学校がこの準備する時

間が足りないのが、94％、中学校84％、高校77％と、この原因については、生活指導の必要な子

どもが増えた。これが、小学校で実は87％、中学校80％、高校67％。この部分は、以前研修の中

で府の教育委員会教育監から、特に問題の行動の中で、暴力行為ですね、この件数がイメージ的

には中学校、高校が多いかなと思って。中学は多いんですけども、実は小学校で受ける暴力行為

という問題行動は、高校をも上回っていると話されました。すごく意外な感じもしたんですけれ

ども、このあたりも含めて、小学校の先生方が非常に日々悩まれて大変な思いをされているとい

うことを痛切に感じさせていただきました。 

  最終的には、非常に大変だなという思いを少しでも軽減していきながら、子どもたちに向き合

う時間を先生方にしっかりとっていただいて、そして、教員としてのやりがい、生きがい、そし

て、自分自身のモチベーションを上げていくと。そのためには、我々、そして教育委員会も含め

て、しっかり支援していきながら、細かいことでもわかりやすく丁寧に先生方に伝えて、そして、

枚方で教員になって本当によかったな、そして、頑張れるなということを、メッセージとして送

っていく必要があるんじゃないかなということを、新聞の記事等を読みまして、感じさせていた

だきました。 

  長くなりました。以上です。 

○奈良教育長 それでは、橋野委員、お願いします。 

◯橋野委員 私は、枚方市小学校合同音楽会では、かわいらしい振りつけの学校、児童がピアノの

演奏をする学校、体操服のズボンで衣装を統一された学校、力強く優しく歌う歌の強弱の上手な

学校、素直できれいな歌声で歌っていた学校、どの学校も一生懸命練習をされたのだと思いまし

た。大きな舞台でのいい緊張感で楽しめたのではないかと感じました。このたくさんの人の前で

発表するという経験を大切にしてほしいと思います。とても心地よい有意義な時間を過ごさせて

いただきました。虹の歌が頭から離れず、気がつけば歌っているような状態で帰らせていただき
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ました。感動をありがとうございました。 

  次に、７月22日にありました枚方市教育フォーラムでは、枚方の英語教育に取り組み、先生方

による模擬授業での小学校外国語活動、とても速いテンポでの英語のゲームをされました。何度

も同じことを繰り返すことで、テンポよく学んでいることがよくわかりました。中学校では、リ

ズムチャンスなど、自分のペースで暗唱、ペアでカードをつくったゲームなど、グループで取り

組む教育をされている様子をスクリーンで見させていただきました。ひとりで勉強するのは家庭

学習で取り組んでほしいとも言われ、小学１年生は10分から、２年生は20分とどんどん増やして

いく方法で、家庭学習の重要性を討議されていました。小学校では宿題が毎日あるので頑張って

いた子どもたちも中学生に入り、クラブで疲れてしまい、なかなか机の前に座ることができなく

なり、テスト前に慌てるのではなく、毎日の積み重ねが必要なのだと改めて教えていただいたよ

うに思いました。 

  小中一貫教育の推進では、小学校の先生は、子どもたちのエキスパートで、ほとんどの教材を

担任の先生が教えていただいている強みがあると言われておりました。中学校では専門の知識を

持った先生方に指導していただけるといったところから、情報交換をし、指導法の連続性、教材

による指導、中学校に小学校で使っていた教材をもう一度使ってみるなど、小中の学びの連続性

で授業を改善してほしいとも討議されていました。 

  最後に、最近身近で自転車同士のトラブルをよく耳にします。どれも携帯は触っておらず、ゲ

ームをしているわけでもないのに、大人の方から物すごいスピードで走行し、どけと言われたり、

ぶつかってきたりするそうです。2015年６月より、自転車の運転者を対象とした道路交通法改正

により、自転車運転者講習制度が始まりました。譲り合うことが大切、たかが自転車と考えてし

まいがちですが、自転車と歩行者の接触事故においては、歩行者が死亡したり、重傷を負ったり

するケースもあります。スピードを出して歩道を走行する自転車は、歩行者にとっては極めて危

険な存在とも言えるでしょう。自転車を運転する人には、基本的な交通ルールを理解することと、

慌てず譲り合うことができる気持ちの余裕を持っていくことが取り返しのつかない事故を防ぐた

めにも求められるのかもしれません。日本でもポケモンＧＯがリリースされ、プレイ中起きてい

る交通事故もたくさんあり、ゲームに夢中になり過ぎ、急に立ちどまったりする行動があるよう

です。スマートフォンの画面ばかりに気をとられないで、周囲に注意を払い行動してほしいもの

です。子どもたちにもルールを決め、危ない場所ではゲームをやらないよう指導していただきた

いと思います。以上です。 

○奈良教育長 それでは、神田委員、お願いします。 

◯神田委員 私も、合同音楽祭に行かせていただきまして、他の委員さんと同じように、非常に定

着して、整然として行えていたなと思っています。小学２～４年生が多く、斉唱、合唱というよ

うな内容で、合唱の学校は、よく指導されてるなという印象を受けました。かなり難しい部分も

あると思いますけれども、今後、それぞれの学年によりますが、内容の充実も図られたらなと思

っております。非常によかったと思います。 

  今日は、枚方市教育フォーラムについてお話ししたいと思います。「小・中学校の外国語教育

のこれから」というテーマだったんですけども、国立教育政策研究所の直山木綿子教育課程調査
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官を呼ばれて、講演、パネルディスカッションの指導、助言と非常にわかりやすいものでした。 

  以前、京都市教委におられた時に、枚方市では、小中一貫英語教育を実施しており、講演を一

度お願いしまして、枚方市にも来ていただきました。その時から、非常に明快でわかりやすい先

生でした。その話の中で、平成32年度から学習指導要領の改訂で、小中学校の英語科の目標や内

容が概ね明らかになってくることを説明されました。その学習指導要領がおそらく来年度告示さ

れるのではないかと、そして、平成30年度、31年度に移行期間を経て、本格実施になるとこうい

う流れであるわけです。 

  調査官の話の中で、これからの英語教育と、指導者の正確性と適格性が求められていること。

特に中学校ではそのように感じ、小学校でその素地的なものであり、指導者に英語の正確性と適

格性が求められてるものと、これが外国語活動から英語科に変わる大きな意味かなと受けとめま

した。 

  その話を聞きながら、私は、23年前に、南アフリカのヨハネスブルグ日本人学校の教頭として

３年間赴任したんですけども、そこは、小学部と中学部の併設校ですので、文部科学省の認定校

でありますから、日本の学習指導要領に基づいてやるわけです。プラス異文化理解ということで、

その国の文化、そして、言語を学ぶわけですけれど、南アフリカは英語ですので、英語を小学部

１年生から週２時間ぐらい、高学年と中学校は週３時間、現地の白人の２人の女性がオールイン

グリッシュでやっておりました。 

  私は行った当初、卒業する頃には英語を大分話せるようになると思っていたんですけれど、な

かなか話せませんでした。どういう子が話せるかというと、現地校から来た子なんです。日本人

で現地にいたけれども、高学年では日本の勉強をしたいと思って、英語をずっと小さい頃から話

していてる子ですね、非常にわかりやすい英語を話していました。だから、日本人学校でなかな

か英語が定着しない。これは在外教育施設の先生方が多くそうだと思います。 

  そういう中で、現地校との交流ですね。スポーツ交流、サッカーとか、バスケットボールとか、

バレーボールとか交流することによって、日本文化の紹介をしたり、料理を紹介したり、それぞ

れの学年で学校に行ったり、来てもらったりして、英語で話すんですけれども、なかなか身につ

かないです。一つは、日本人の積極性の問題があると思います。それと、使う場が少ない。学校

で習ったことを親と一緒に自分で買い物をする時に使ったりとか、そういうものが必要だなとい

うことは、学校でよく話をしてました。今後、そういうことを思いながら話を聞いておりました

が、日本の学校で、平成32年度から英語科が導入されます。週２時間、この学校で、特に小学校

で英語環境をどう整えていく中で授業していくかというのは大きなポイントであるなと思ってお

ります。 

  その外国語活動から英語科に変わるということは、指導内容とともに、指導者のことが問題に

なってくると思っています。枚方市では、平成19年度から小中一貫英語教育で、ＪＴＥですね、

日本人の英語が堪能な方が、担任とチームティーチングで授業をしています。これは、平成18年

度からの小中一貫英語教育の取り組みとして、枚方市が導入されて、画期的なものだと思ってお

ります。予算もその後ずっと投入されております。私も校長の時に、そのＪＴＥともいろいろ関

わってきたわけですけれども、このＪＴＥが非常に好評であると多くの学校で聞きました。なぜ
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かというと、その学校にいますから、教師と打ち合わせる時間があり、児童とも触れ合うことが

できます。日本人でも英語が上手な方が多いですね。そういうことを含めて、このＪＴＥは枚方

市の取り組みの非常にいい財産だと思っています。 

  その中で、この２学期から、中学校の英語科の教諭が、小学校の外国語活動に関わっています。

これは小中一貫教育という視点からの新たな試みであると思っていますが、２学期からいつかと

いうことがまだわからないですけれども、この取り組みというものが、どのような形で行われて、

小学校の今後の外国語活動から英語科に変わる時の指導として、ＪＴＥ、中学校の英語教師が小

学校で行うということのメリット、デメリットを検証して、平成30、31年度の移行期間でどうい

う体制でいくかを考えていく必要があるなということを教育フォーラムを見ながら考えました。 

  私は、その中で、３つ指導体制があるというのを考えました。１つ目は、今進めているＪＴＥ

と小学校の担任とのチームティーチング。２つ目は、今、枚方市が導入しようとしている中学校

の英語科の教員とのチームティーチング。３つ目は、小学校に英語科の講師を配置し、複数校を

担当して、単独で英語を授業するというようなことを考えていました。一番大きいのは予算面だ

と思います。ただ、先ほど吉村委員もおっしゃったように、小学校５、６年の担任に外国語を主

としてチームティーチングの英語科を指導することについては、かなりの負担であると思ってい

ます。国も含めて、チームティーチングとか、担任が主とか言いますが、これは、指導者の問題

を国が挙げているということが背景にあろうかと思っております。私は、平成32年度からの本格

実施に向けて、どういう指導体制かということを考えながら、まずは予算面のことがあると思い

ますけれども、指導の状況、日常の英語教育の充実が図れるのか等は、検討しながら、事務局の

ほうで考えていただけるかなと思っています。 

  ２点目は、教育フォーラムでいただいたパンフレットなんですけれども、これは、非常に苦労

されて作られたなと思っています。いろんな場で発信していくために作られたことで、教育振興

基本計画の10の基本方策も含めて、どんどんこういうことを発信していただいたらいいなと思っ

ています。この中で、ぐんぐんでは「学力を育みます」、のびのびでは「教育環境をつくりま

す」、きらきらでは「笑顔を守ります」と、キャッチフレーズを考えて、カラーで非常に予算を

かけてされたかなと思います。 

  この中で、私がさらにこうしたらよかったと思うのは、それぞれの11の取り組みが挙がってい

るんですけれども、文章になっているということで、保護者とか、学校の現場の先生が読んだ時

に、ぱっとわかるようなものがいいなと思っています。ですから、それぞれの取り組みに目標と

内容的なものが分けて書かれてあるように思いますので、目標を箇条書きにして、内容も事業内

容だけ書くと、枚方市のやっていることをさらに理解してアピールしていただけるかなと。 

  予算を投入して使っていますので、小中一貫教育の推進、学校に対しての少人数指導、学校園

施設、この施設改善とかもこれだけの学校でやってますというのを大体数字は出てきたりはする

んですけれども、さらにわかりやすくしていただいたら、保護者にも伝わっていくかなと思いま

す。また、枚方市の取り組みを、ホームページにアップしていただいて、いつでも誰でも取り組

みを見れるようにしていただけたらなと思ってます。教育フォーラムについては、いろいろご苦

労いただいて、いい内容を考えていただいたので、また、それをグレードアップして、来年度に
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取り組んでいただきたいなと思っています。以上です。 

○奈良教育長 ありがとうございました。 

  それでは、事務局からの報告案件ですが、案件１について説明をお願いします。 

  嶋田教育指導課主幹。 

◯嶋田教育指導課主幹 協議会案件１、平成28年度全国学力・学習状況調査結果の公表について、

ご説明いたします。 

  協議会資料の１ページをごらんください。 

  １．概要ですが、全国学力・学習状況調査結果については、本調査実施要領を踏まえ、平成27

年度まで、教科ごとの分析結果、設問ごとの正答率、生活習慣や学習習慣と学力との相関関係の

高いもの及び本市の特徴的な生活習慣等について公表を行ってきたところです。 

  平成28年度については、成果と課題をより具体的に整理し、教育指導や学習状況の改善等に役

立てるとともに、保護者や市民にわかりやすく伝えるために、より詳細な内容の公表を行うもの

です。 

  次に２．経過及び趣旨ついてご説明させていただきます。これまで本市では、各学校や児童生

徒が「どのような力を伸ばせているか」、「どのような力を十分伸ばせていないか」という、具

体的な設問ごとの成果と課題に着目をしてきており、市全体の平均正答率については、公表して

きませんでした。 

また、本調査実施要領には、「個々の学校名を明らかにした公表については、その教育上の影

響等を踏まえ、必要性について慎重に判断すること」と定められているため、序列化や過度な競

争が生じるおそれから、個々の学校名を明らかにした公表も行ってきておりません。 

  本年度の結果公表については、この方針を踏まえつつ、今後の教育施策や教育指導等に反映さ

せるとともに、保護者や市民、学校等にこれまで以上にわかりやすく伝える趣旨から、本市が学

習指導要領の内容を全国水準で修得できているかという一つの指標として、各教科における平均

正答率及び平成19年度からの全国平均正答率との対比結果等、より詳細な内容の公表を行うこと

とします。 

  ３．公表の時期等でございますが、調査結果提供後２カ月程度をめどに、ホームページ等で公

表することを予定しております。 

  ４．参考資料として、平成28年度全国学力・学習状況調査に関する実施要領を添付しておりま

すので、後ほどご参照ください。 

  ちなみに、公表の詳細については、現在公表内容や、レイアウト等を含め、担当課において進

めているところです。 

  以上、甚だ簡単でございますが、案件１、平成28年度全国学力・学習状況調査の調査結果の公

表についての説明とさせていただきます。 

○奈良教育長 この件について、意見、ご質問等ありますか。 

  神田委員。 

◯神田委員 意見ということになろうかと思うんですけれども、この学力学習状況調査の公表の件

で、２．経過及び趣旨のところで、３段落目の、「この方針を踏まえつつ、今後の教育施策や教
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育指導等に反映させる」というところがあろうかと思います。これについては、平成28年度の実

施要領をずっと読んでみますと、６ページから７ページにかけて、調査結果の取り扱いに関する

配慮事項ということで、（ア）は都道府県の教育委員会、７ページの（イ）は市町村教育委員会

ということになろうかと思います。この公表については、学校名の公表がメインになってるんで

すけれども、そのこととは少し違うと思いますが、その公表の内容については、こういう点を配

慮するということが述べてあると思います。これは、この趣旨にも書いてありますように、学力

状況調査の調査目的にもありますように、教育施策の成果と課題を検証して改善を図る、教育指

導の充実や学習状況の改善等に図るということが目的だと思います。それを踏まえて、今後、こ

の経過及び趣旨に述べておられるような形で進めていくということで、私もこの趣旨は大事だと

思っています。 

  その中で、平成19年度全国平均正答率の対比結果等、より詳細な内容を公表するとなってます。

これは、今後、どういう形なのか事務局がまた考えられるだろうと思います。平成19年度がスタ

ートした年度で、１年間は大震災で中止だったと思うんですけれども、その後ずっとしっかりと

行われております。本市の状況の中で、この平成19年度からもちろん上下するのは当然あると思

います。その中で、どういう取り組みをした学校が伸びたか、どういう学校が伸びなかったのか、

経年変化を出す大きな意味があるかなと思います。そのことによって、先ほどの趣旨にあるよう

な、教育施策の成果と課題とか、教育指導の充実や学習状況の改善に当てられるんじゃないかな

と。これは、学習指導でどういう改善をしていく必要があるとか、人の配置も含めて、生徒指導

上の問題があるならば生徒指導上のこの経年変化等の結果の公表もまた考えていただけたらなと

思っています。 

○奈良教育長 他どうでございますか。 

  よろしいですか。 

  本件に対するご意見、ご質問はこの程度にとどめます。 

  それでは、本日の公開とする協議会は以上となります。 


